
相 

談 

事 

例

　突
然
、『
総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
通
知

書
』の
ハ
ガ
キ
が
届
き
、
困
惑
し
て
い
る
。

　ハ
ガ
キ
の
送
り
主
は
、
法
務
省
管
轄
支
局

民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
と
書
か
れ
、
管
理

番
号
の
他
に「
お
支
払
い
な
き
場
合
は
、
裁

判
所
執
行
官
立
会
い
の
も
と
、
強
制
執
行
と

な
る
」な
ど
差
し
押
さ
え
や
訴
訟
と
い
っ
た

内
容
で
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
支
払
期
限

が
明
日
に
迫
る
が
、
不
信
感
も
ぬ
ぐ
え
な
い

た
め
、
払
い
た
く
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
？

ア
ド
バ
イ
ス

　『
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
』が
来
て
も
、
あ
わ
て

ず
無
視
し
ま
し
ょ
う
!

　最
近
、『
総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
通
知

書
』な
ど
と
書
か
れ
た
身
に
覚
え
の
な
い
ハ

ガ
キ
が
届
い
た
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る『
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
』の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　架
空
請
求
は
、「
訴
訟
」や「
給
料
・
財
産
の

差
し
押
さ
え
」な
ど
と
書
い
て
不
安
に
さ
せ
、

本
人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
を
か
け
さ

せ
る
こ
と
が
手
口
で
、
15
年
前
に
も
同
様
の

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　『
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
』を
送
っ
て
く
る
相
手

は
、
名
簿
業
者
か
ら
入
手
し
た
名
簿
な
ど
を

も
と
に
送
り
付
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「
総
合
消
費
料
金
」と
い
え
ば
、
通
信
販
売

や
訪
問
販
売
、
店
舗
で
の
購
入
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
ま
す
の
で
、「
も
し
か
し

た
ら
、
あ
の
時
の
代
金
が
未
納
に
な
っ
て
い

る
の
か
も
」と
電
話
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　連
絡
す
る
と
、
理
由
を
つ
け
て
多
額
の
お

金
を
請
求
さ
れ
た
り
、
電
話
番
号
な
ど
の
個

人
情
報
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
絶

対
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　ハ
ガ
キ
の
内
容
に
疑
問
を
持
っ
た
り
、
少

し
で
も
不
安
を
感
じ
た
場
合
は
、
相
手
に
連

絡
せ
ず
、
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　届
い
た
ハ
ガ
キ
な
ど
は
、
証
拠
と
し
て
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
に
架
空
請
求
の

メ
ー
ル
が
届
い
た
り
、
ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ

ト
な
ど
の
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
う
け
た

と
き
は
、
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
同
じ
文
面
の
請
求
書
が
多
く

の
人
に
届
い
て
い
た
り
、
電
子
消
費
者
契
約

法
に
よ
り
契
約
の
無
効
を
主
張
で
き
る
場
合

や
、
無
視
し
て
は
い
け
な
い
場
合
な
ど
の
架

空
請
求
の
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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消

費生活
再
び
増
加
し
て
い
ま
す
！

『
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
』

 

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

消
費
生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

か
す
や
中
南
部
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼ 

開
設
日

　

 

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

▼ 

相
談
時
間

　10
時
〜
15
時
30
分

▼ 

場

　所

　志
免
町
志
免
中
央
１
の
10
の
10

 

志
免
町
地
域
安
全
安
心
セ
ン
タ
ー
２
階

▼ 

問
い
合
わ
せ
先

　

 

☎
９
３
６
・
１
５
９
４

須
恵
町
消
費
生
活
出
張
相
談
窓
口

▼ 

開
設
日

　第
２
・
第
４
月
曜

 

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

▼ 

相
談
時
間

　10
時
〜
12
時

▼ 

場

　所

　須
恵
町
役
場
２
階 

会
議
室

 

（
地
域
振
興
課
前
）

▼ 

問
い
合
わ
せ
先

　

 

☎
９
３
２
・
１
４
３
８

※ 

電
話
で
の
ご
相
談
の
際

は
、
お
手
元
に
書
類
な

ど
を
準
備
し
て
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

来
所
相
談
の
際
は
、
事

前
に
電
話
に
て
必
要
書

類
の
確
認
、
相
談
日
時

の
調
整
を
し
て
い
た
だ

く
と
、
円
滑
に
相
談
が

で
き
ま
す
。

内容確認・
勧告通知

裁判所に申し立てる
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　粕屋南部消防組合消防本部を含む福岡都市圏の4消防本部は、年内に119番通報を福岡市消防局の災害救

急指令センターで一元的に受信する「福岡都市圏消防共同指令センター」の運用を開始します。各消防本部の

指令センターを一本化することによって、大規模災害時における迅速な広域応援体制の構築や119番通報集

中時の受信・処理能力の向上などが期待されます。切り換えは11月30日（木）を予定しています。

　なお、粕屋南部地域からの119番通報は、福岡都市圏共同指令センターで受信しますが、通報の方法に変

わりはなく、消防車や救急車は、これまでと同様に粕屋南部消防組合消防本部の南部、中部の消防署から出

動します。

問 粕屋南部消防組合消防本部　☎935-5111

　問…問い合わせ先

　交通事故は普段生活する上で、誰にでも起こりうる身近な問題です。また、ひとたび事故が起きてしまう

と、事故の当事者だけでなく、その周りの人たちにも大きな影響を与えます。

　行楽シーズンの秋は、外出する機会が多くなる傾向があります。事故にあわないために、また事故を起こ

さないために、何に気をつけるべきか今一度考えてみませんか。

福岡県内の交通事故件数の推移
　福岡県内の交通事故件数の推移をみると、交通事故総件数が減少している中、65歳以上の高齢運転者が当

事者となった事故の件数は増加傾向です。（下表参照）

交通事故の防止
　誰でも加齢に伴う身体機能の変化により、「認知」や「判断」に遅れと不正確さが見受けられるようになりま

す。交通事故を事前に防止するには、ご自身の身体機能をよく理解し、それに応じた安全運転をすることが

大切です。

※ 「運転に自信がなくなった」「家族から運転が心配と言われた」などの理由で免許を持っている本人が、本

人の意思で有効期限が残っている運転免許証を返納することができます。運転免許証を自主的に返納さ

れた人は、運転経歴証明書の交付を受けることができます。運転経歴証明書とは、申請により取り消され

た（自主返納）運転免許の過去５年間の経歴を証明するもので、身分証明書としても活用できます。詳し

くは、粕屋警察署へお問い合わせください。

問 粕屋警察署　☎939-0110

交通安全を見直してみませんか

福岡県警察ホームページより

福岡都市圏14市町の119番通報を一元受信します
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